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令和３年度 宮城県古川黎明中学校・高等学校 

公開授業研究会（ＳＳＨ×ＩＣＴ）について（ご案内） 

【兼 ＳＳＨ研究開発報告会・ＩＣＴ利活用（MIYAGI Style）授業公開】 

 

時下，貴職におかれましては，益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 
さて，本校では令和元年度より，SSH（スーパーサイエンスハイスクール）２期目の指定を受け，
「探究力を備えたイノベーションリーダーの育成～大崎耕土に学び，生徒自らが思考・発見・交流す
るプログラム開発」を研究開発課題として，研究開発に取り組んでおります。また，今年度５月に大
崎市教育委員会と「大崎市学校教育ＩＣＴ活用推進コンソーシアム協定」を締結し，学校教育におけ
るＩＣＴ利活用推進にも取り組んでおります。 
この度，上記研究開発の成果発表及び深化を目的として，下記の通り公開授業研究会を開催いたし
ますのでご案内いたします。 

 

記 

 

１ 日  時   令和３年１１月１０日（水）  １０：００ ～ １６：４０ 

 

２ 会  場   宮城県古川黎明中学校・高等学校 

〒989-6175 宮城県大崎市古川諏訪１－４－２６ 

TEL 0229-22-3148    FAX 0229-22-1024 

 

３ 日  程 

  ９：３０～１０：００ 受付 
１０：００～１０：３０ 開会行事   
１０：４０～１１：２５ 公開授業１ ※探究（中・高） 
１１：５５～１２：４０ 公開授業２ ※探究以外の授業 
１２：４０～１３：３０ 昼食 
１３：３０～１４：１０ 分科会 
１４：３０～１６：４０ 全体会・講演・閉会行事 

 

４ 参加申込 

  右の QRコードまたは，本校ホームページの申し込みフォームからお申し込み下さい。 

申込期限は令和３年 11月５日（金）です。 

 

本校ホームページ 

 https://freimei-h.myswan.ed.jp/ 

 

５ 感染対策 

（１）新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から，受付での検温・消毒にご協力ください。 

（２）マスクをしての参観をお願いします。 

（３）発熱などの症状がある場合には来校をお控えください。 

https://freimei-h.myswan.ed.jp/


６ 講演会詳細 

基調講演 講演：授業改善と新観点別評価（仮題） 

● 講師：近畿大学附属高等学校 教諭 乾 武司 氏 

 2002年より理科専任教員として近畿大学付属高等学校に勤務。電算室主任として
学内情報のデータベース化・ペーパーレス化，ICT教育環境のアウトラインデザイン
に取り組む。学校生活の中で iPadがどのように活用できるのかを試行錯誤を開始
し,2014年に同校 ICT教育推進室室長に就任。学校教育機関への ICT機器導入に関す
る諸事項に関して，導入する側，利用する側の両面から講演，また，現在は同校教育
改革室長として，各教科カリキュラム全体（授業改善・評価方法など）を見直すこと
で, より能動的で深い学びができる「世界水準」の教育の場を提供することに活動を
広げられている。2015年 Apple Distinguished Educatorに認定される。 

(※近畿大学付属高等学校は 2014年に Apple Distinguished Schoolに認定され，

今年度も再認定されています。) 

 

７ 公開授業のテーマとポイント（ICT活用は班や一人一台の活用をしています） 

 

 

 

お問い合わせ 

 宮城県古川黎明中学校・高等学校 研究部  奥山敏基 

 TEL (0229)-22-3148   Mail：  okuyama-to361@td.myswan.ed.jp 

学年・科目 授業内容 授業者 

公
開
授
業
１ 

中学校 

探究Ｊｒ 

「ちょっと待て！ これでいいのか この研究」 

総合的学習の時間 大崎耕土課題研究の中間発表会を行います。 

意見交流やリフレクションを行いながら，探究が深まっていきます。  

佐藤淳 後藤貴幸 

吉田誠 菅原亜希子 

樋野大樹 

高校１年 

ＳＳ探究１ 

「12回の授業の最終プレゼンテーションを公開」 

大崎耕土フィールドワークを踏まえ、水管理に関わる科学技術的視点と

社会科学的視点から、「驚くべき事実」を捉えてテーマを設定し、複数

の資料に基づいて「説明仮説」を立てる演習としてミニ探究を行う。 

千葉美智雄 

阿部貴美 

高１学年所属全員 

公
開
授
業
２ 

中学校２年 

理科 

「炭酸飲料の泡と粒子を結び付けて考察する」 

 探究的学習。観察によって得られた情報を基に疑問を解決する検証実

験を考える。ＩＣＴの効果的な活用って？ 

千葉卓 

高校１年 

国語 

「プレゼンテーション力をつけよう」 

～show＆tell 私を表すこの言葉・座右の銘～ ロイロノートを用いた

相互評価による多面的な思考力と表現力の向上を目指す。 

阿部貴美 

喜藤緋奈乃 

高校２年 

社会 

「20世紀の科学の発達と第一次世界大戦」 

～ロイロノートで全員が授業に参加する活動を通して，科学の光と闇・

科学者の倫理観について意見を交流する～ 

加藤聡 

高校１年 

数学 

「三角比の応用 数学的探究 みんなの問いをグループで解決！」 

予習で問いを作り，主体的に授業へ取り組む。生徒が教科書を読み，自

ら問いを立て自ら探究し，自ら答えを導き出す。 

佐藤史弥 

高校３年 

理科課外 

「理系生物の希望者課外授業。筋収縮の特性と代謝を結びつけて、構造

と機能のつながりを考察する領域融合の学習」 

1人 1台端末環境で効率的な学びあいで思考力・記述力向上を目指す。 

千葉美智雄 

高校１年 

英語 

「科学英語（ＳＳＨなカリキュラム内容）」 

～実験動画と科学的原理と結果 × 英語 × ICTでアウトプット～ 

大谷友美 

ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ ﾚｽﾀｳﾛ 

高校２年 

家庭科 

「考えよう、これからの未来のこと」 

二度とラナ・プラザの事故を起こさないために私たちができること 

コロナ渦の協働学習。1人１台端末で思考を深める。  

長谷川祥子 


